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秋田県における古代・中世の火葬墓

庄内昭男

Iはじめに

わが国に仏教思想にもとづく火葬の瓜洲がとり入れ

られたのは，7世紀liU､ド頃までさかのぼると考えられ

ており，畿|ﾉ1を!ご''心にした発展がゑられる。そこで火

弗による墓は,^rt塚の築造をLなくなる。※火葬さ

れた骨が容器に納められている。※刑非1V,をともなわ

ないものが多く，ともなっても貨銭など数少ない。※

唯I誰をともなうものもある。などの特色を示している。

収｣上地方にはil1令体伽ilの進展にともなって火葬の孤

料がもたらされたと推測さｵ1るが，その典体的様ｷ'1に

ついては判然としない。現在[il形！,↓地力の火葬裳の‘洲

例が紺告されているだけである。

秋Ill県では昭fll34'l三にpi]行された『欲|ⅡUIl史』に六

ケ所の火葬墓が紹介されているが，近ｲ|晶秋|Ⅱ市潟I'-l火

非蕊などﾘL中央部で新発見が知らされている。

本稿では堪制I処上におけるuMﾉj火葬蝋の年代的位慨

づけ-のため火葬唯の断たな集成を行い，とくに骨を納

めた什戯器にっL,て！洋Kな観察をipえてJz人た。なおI

では汁火葬裳について，①火葬墓の所ｲ'地②位椴と

環境’3'蝿葬状況「4It｝厳器の順で紹介L,Ⅲにま

とめとして年代観を含めた号察をfjっている。

Ⅱ県内における火葬墓の諸例

V<¥Hから北にlIm次紹介して行く。

1岩 土 山 火 葬 墓

○所在地雄勝|鵬l』後IllJiノリ馬苛|ﾉ1｣jiiiH'T-'/H-.ll-i

地図1

○位侭と環境辿跡は出jM丘陵の東端の台地上にあ

'),I四馬音lﾉ1の!心よりIﾉqに約2kmの位置にある。満

｜｣'|地lﾒ:はmより谷が深く入り込んで稜線は馬蹄形を

I1Lしており，その肢も奥まった稜線付近で一J,ljの火非

ﾙﾐが発見さj'た。辿跡{付近の標尚は120m前後であり，

-'二師器の散布地として知られている。

○埋葬状況火葬墓はBBf033年II)月,III林I附墾作業

'I｣に発見され，その蝿葬状況については豊島｣畠i'i氏の縦

文があり’)，要約すると以下のとおりである。

地Ill/J>I'I然に落ち込んだ瀧地に木炭片をしいて骨蔵

器を置き，本体の下半も厚さ5cmの木炭片でI川ってい

た。さらに'|‘}蔵器を綴って11‘〔儲2．5mの士廃があった

としている。

○骨蔵器2）‘汁ﾙ蛾|+は僚色を呈するあかやき土洲の

韮を本体とし，怖色を呈するあかやき土器の鉢を器と

している。鉢はﾉ<形で本体にすっぽりかぶさる。なお

本体の内部には木炭粉の付清が具j､られる。

蕊は同さ23.3cm・’-1径18.6cm・底径9.7cmである。

長III"!を呈する体部をへて頚1邪で「く」の字形に脇HIlL

外反する11縁部につながる。11塀は直立している。

なお休部｢'1位で雌人B19.9cmを測る。成形は輪械寒で

付われてお0,後にロクロ仕上げしているが.n縁部

の{|:|こりはやや波打っている。器内面の底部には指頭

おさえの痕跡が残るが，体Xからam,靴ではナデイ'二上

げによ0洲らかである。洲炎Ifliの底部から体部上､卜に

かけては四段におよぶ縦〃lf1のヘラケズリ調幣が'irh

hている。1I'Iのヘラケズリの'陥は1～1.5cmで雷ある。

なおllr'.H-Jl'に砂粒の況人がII立ち，勝夫laiioisに多く

I､|ｲ！'rLて（、る。

鉢は尚さ13.3cm・’1侭34.3Cln．1K経11.2cmである。

ijvm-i;より外伽し,am部てさらに外反している。ノ戊形

は輪依及で行わj'てお0,陵にIゴクロ仕上げしている

が,siはl"il"lLて11縁(Iもやや波打っている。なお
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っている。本体と縦を合わせたI苛さは35cmである。イI

質は凝灰l".である。

胎土｢|可に砂粒の混入がII立つが，とくに底部で帝度が

高L､。

3．保土森火葬墓

○所ｲ|地描r-iii金沢Ihipf.字三mm

2．朝倉火葬墓

○所ｲ|地y.手市小吉Ill11Kill倉I-､I
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地図2

○位ii'V.と環境横手市街の北約1km,北流する棚f

jllに注ぐ古沢川の南に標間76mlilj後の小吉Illと称する

独立丘|唆がある。昭和3年，′l､吉lllの|禰縁にあたる',l,'

神社|､l近の塚より二基のﾃｲi製骨ﾙ虻器が発見されている。

二の地域には小吉山と沢を隔てて東に台処館,1^にﾉ<

烏外Illとよばれる丘陵部があ'),一帯は中I":,豪族のm

館と考えられてきた。塊〈'ヨスホーツ公園の造ﾉ戊,ll-lllllに

より緊世I発掘調侮が進めらｵ'てL,る。

○｣ｲ'1非状況B門和3年IĴ ,-SLさがしをII的とした

青年逆によって掘り出さオ'たため蝿葬状況の<オ＞い、

記録は残っていない。掘り川さﾙ'た二ケ月後にi.y郡郷

士山Ini纂会が立ち入り調介をnい状況‘服告してL,る:

要約すると以下のとおりである。

塚は,'‘iさ四尺・幅I細上三|H1束IjW二間の賊ｲi火のもの

で,*にイi製骨蔵器が東IﾉWに二つならべて納められて

いたとしている。立ち人I)洲介のii,f点で骨徴器は刺れ

骨M-が故乱してL､たとしている。

○'|‘|･職淵枇手郷土山制ill禦会は束fiにあったi'i職淵

を11',Iノリ側にあった骨戯器を乙として服告している。

甲はﾉﾉ形の本体に納骨剛の穴を穿ち，一まわり火きい

鎧をかぶせている。乙は水休と綴が合ｵﾌせてつくられ，

長ﾉﾉ形を11Lしている。本体と緒の1,1,1方に納什川の穴を

穿っている。

現ｲl拙祁市数育委員会に'Pと,'とI,われるｲT製什ﾙ蛾|；が

所蔵されている4)。本体は上部て－辺10cmのﾉﾉ形を'冊坐

し，底部は催36cniの不幣i'i形をI烏している。'h災に穴

を穿って納'制･部としてお'),Iﾉ](l21cm・深さ12cmを川l

マ蝶は辺42cmの方形を','il.'(央部の厚さIMrm,Qoll8,_

縁部の厚さ7cmで，上部をﾉﾉ形に残し，四〃をill]')と

地図3

○位職と環境迩跡は奥判本線後三年駅から東に約

1km,Iﾉ町沼に近L､微l',i'j地上の畑地にあり，骨戯器が一

堆発見さオ'ている。北東ﾉﾉ!]に約2km離れた丘陵部に

は̂ i此豪族の航跡である金沢illllおよび閑I,'抄と根経塚か

ある。

○叩非状況発兇年代・’'1土状況は小lﾘ}である。

○'ド}蔵僻5）｜ﾉ1部には骨粉と木炭粉が残っている。

冊Ⅲk器はl火色を1WLする須恵器の長頚,;Vで，問さ26.(1

cm･「Ifll2.1cm・尚台係9.1cmを測0,11縁部が三分の

一経欠損している。球形の休部にゆるやかに外反する

11頚部をつけてお0,P綜部に稜をもつ。底部には

｢'､｣の字形にiirl<M台をつけている。’コクロ11:上げし

ているが,l'.,'j台lﾉ､l川には指頭おさえの浪跡があり，滞

Jimの休部|､.､r-には斜方I.'Oおよび縦方I"]のヘラケズリ

の調搾痕が，体郁上､'2にはカキⅡの調幣痕が残って

いる。

4．潟向火葬墓

○所在地秋IIIiIj金肥'｣､ﾙﾐ字潟lAj

地図4

○1州'iと環境遺跡は小ルL潟ﾘj潟のIノリのイルh二地にあ

').、'1博物館よOiﾉ4'北ﾉﾉlAlに約5110111のHi剛にある。

ﾘ)渦を東に見おろす砂|||の中I腹から7ﾉ,tの火弗蝦が光

－30－



Rill県における11,.代･*世の火葬蝋
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腐埴土下10cmで木炭が見つかり，木炭を残しながら

表土と下の飛砂層をとりのぞくと|内径40cmの隅ﾒL方形

にまとまった木炭ブロックが出てきた。木炭ブロック

上部を3cm程よせると骨蔵器の蓋にした鉢の底部がの

ぞいて象えた。l祈而が記録できるように底部を中心に

西側半分の木炭および砂をとりのぞき，骨減滞の本体

をあらわした。木炭ブiコックはかな0人きなものを強

固に組み合わせており，厚さ25cn!で骨戯器の篭および

本体上半を渡うようにLていた・表土から骨戯器の底

部までは55cmの深さがあったが，火葬蕊は飛砂層中に

設置されており，掘り方は判然としなかった。，骨戯器

の遺存状態は良好で，わずかにひびの入った本体に捲

がわれたままかぶさっており，内部には砂が充岐して

いた。なお内祥物については未調査である。

○骨恢m*発見されたl～7号の火葬唯の,i'i'lSnit

について||Ⅲ次祝'ﾘlを〃IIえて行く。なお他に灘二個体が

|口l遺跡発見の'汁蔵'(I+として伝えられており,8-9と

して図示した。

1号火葬蕊の'汁戯器〉赤褐色を呈する｜師器の

小さな蕊を本体とu怖色を呈するあかやき’器の杯

を蓋としている。

小要はi'Vさ12.7cmIIfH2.6cm・底碓8.0cmである。

円筒形で11緑祁がｵっずかに外反しており>11牌はとが

っている。成形はI伽i'i象で行われており，州夫[Illの休

部に縦方|A｣のハケ｜|状の調整痕，器lﾉ-JIIIIの頚部に斜方

向のハケII状の渦幣浪がみられる。また洲ﾉ11mの庇部

には指頭おさえの痕跡があり，器表1画iの底部には葉脈

の深い水葉痕がついている。

杯は｢蔚さ5.4cm・’1径13.6cm・底径4.6cmであるが，

11縁部から休部が四分の三程欠損している。休部はIl'l

線的に外側する。ロク1ｺ仕上げさオ'ており，底部は切

り離し後にナデられている。

〈2り火葬嬢の'けﾊ髄>幡色を泉するあかやきt

器の短頚市の本体に，怖色を呈するあかやき｜君滞の捺

かつく。

短頚壷は|W,さ16.9cm・’1径14．2cm・底ff9．2cmであ

る。球形の休部に聴く外反する口縁部がついてお0,

休部中位で岐人雌19.5cmを測る。成形はmm*激､で付オフ

れてお'),後にロクロイtiそげされ,11将は､'た川になら

されてし、る。

蓋は尚さ4.7cmIIfl16.8cmである。椀形を'1Lして

見された。砂lllの頂上で標高20m前後である。塊状は

松林で，周辺は弥生土器・土師器・須‘恵器の肢ｲIi地と

して知られており，昭和32年には『ⅡI可l刑弥が3点発見

されている。

○埋葬状況7ﾉI階のうちの6基は昭和48年に金肥農

高生が踏汽の際に発見したものである。各火葬躯の叩

葬状況についての,記録はとっておらず，概要を次のよ

うに報告している6)

6基の火葬熊には1号から6号までの爵サが打たれ

ている。1-2-3．5．6号は中胆の!"]縄度の,高さ

で2～3．9inのIll]隔を保って発見され,4り･だけが2

・3号から2m程離れた上段に発見された。1-2

3．5．6号は骨戯器の本体に蓋をかぶせ，’二1〈部を

木炭で覆った状態に，4号は木炭を'殿いた上に髭を倒

置させ，まわりを多量の木炭で囲った状態にしてあっ

た。6尿のうち2け･とした骨蔵器をのぞいて|ﾉnii;には

骨片が世存していた7)。

7基|~|は昭和58年7月に発見されたものである。筆

者と元金堤i断ﾉkの符11氏か上記6基の川I君状況I'I確認

のため5号付近緒在中に偶然検出した。5りから北東

に0.9in離ｵ1ており，ここでは便宜的に7号と'im

ておく。7妙の検川状況は次のとおりである。
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第2図7〃火非唯の検川状況
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おり,11縁部がわずかに外反している。ロクロIﾘ:lllに

よるl"ll"lが器|ﾉJIf11に黙られ，器炎Ililは11縁部をのぞL，

て指ナデで調幣してI.､るo

〈3号火葬雄の骨徴器〉黄柵色をI農するl-.I'llli僻の

'1,さな蕊を本体とし，赤褐色を呈するあかやき’器の

杯を綴としている。

′｣､雛は11縁部が欠損しており,iiUfする尚さ13.Ocm

底佳8.6cmである。円筒形を呈し，弧部に段をもつ。

成形は1肺h'i泳で行われており，体祁はi"il"lLている。

器炎Ifliの休部にはハケII状の調整痕が見られる。1K部

は平i什で底辺が恢り出している。

杯は体郡上､fが欠損しており，現存するriさ3.8cm

・底径5.8cmである。ロクロ仕上げしているが，底部

の切り離しは唯減してはっきりしなし､。

〈4号火葬嬢の骨厳器〉亦柵色をIiLするI-I'llli器の

聾を例i〃させて中に骨を納めてL､る。

窪は,;;,さ32.3cm・II徒22.8cm・底碓10.Ocmである。

長^の休部をへて頚祁に段がつき,p縁部が外倣Lて

し､る。成形は輪fiVみ､で行われている。柵炎ifiiの休部上

12には縦方ff1のハケ11状の調幣痕が，冊内liIiのI'縁部

から底部付近には縦方向のハケ1-1状のj淵縦痕がz入られ

る。底部は､ド畑である。なお器表Ifliにススがｲ､I府して

L，る。

〈5り火葬蝋の骨徴器〉黄柵色を1,しするあかやき

'二器で，無頚噸の本体に差を合わせてつくっている。

本体は高さ19．8cm・PSl3.4cm・吹傑9.8cmである。

底部より11縁部まで弓なりに内恋して↑jき，ほぼ球形

を呈する。中位で最ﾉ<径20.Ocmを測る。成形はiim

で行わｵ'ており，後にロクロ仕上げしている。ド､'2で

は器確が厚く器炎Ifliに輪f.'i及浪跡のひびが残っている

が．上､ドでは淵雛が抑くなIiロクロ仙川によるl"ll"lが

みらﾉhる。底部は凸凹している。

蓋はI断さ7.Ocm・Ii(119.4cinである。浅鉢形を呈し

休部にﾒL味をもって’､る。成形は輪hrみで行われてお

り，後にロクロf上げしている。底部が厚くリング状

に盛りあがっている。

〈6号火葬雄の骨蔵器〉黄拙色をL｢坐する｜州j器の

小さな錐を水体とし，黄禍色と怖色を'1Lするあかやき

'二器の杯を二つ亜ねて緒にしている。

′｣､錐は11縁部が欠損しており,Jli/r-するHさ17.1cm

．唯ifl().4cmである。休部中位がわずかにふくらんで

いる。成形は'|締!‘(Jz人で↑jわれている。器蹄は榊くrim

も凸凹しているが，とくに器表面には砂粒が多く{､lｲ',

している。なお底部は』F滑て．あるが，！|』央がふくらゑ

底辺が張り川してL,る。

上になった杯はI'.'.'iさ5.Ocm・'-1径12.8cm・底維5.8cm

で、体部にﾒL味をもっている。下になった杯は，尚さ

4.Ocm・II[115.Ocm・I崎差6.Ocmで,[｣縁部が|ﾉL1分の三

幌欠批している。体;'ii;上､ドから11縁部にかけて外I又し

ている。いずれもロク'｡仕上げされており,Kr;i;の切

り離しはhll咳糸切りで行われてし､る。

〈7号火葬蝦の'|‘|職器〉黄褐色を呈するあかやき

土器の無頚浦を本体とし，黄褐色を呈するあかやきI.

器の鉢を緒としている。

本体は,viさ27.2cm・ngl3.3cm・底催13.3cmである。

底部より11絃部まで']なりに内恋している。I'位より

下で岐人(123.2cmを/ill]る。成形は輪賊盈で行われてお

り，後にロクロイ|胃上げしている。器表Iillの休部にはI肺

積及痕跡がひびのように残っているが，’1縁部|､l近では

ロクロ仙川によるl"li"lがみられる。なお底部はややl"l

I"lしておりp縁祁もやや波打っている。

鎧は,w.さ8.7c1，．11征20.5cm・底径9.3cmである。1K

部より[Il^ilりに外慨している。器面にロクロ使用によ

る凸凹がゑらjl、底部の切り離しはI"l転糸切りで↑〃＞

れて1，る。

8は赤柵色を11Iするあかやき土器の蕊である。尚さ

22.8cm・lli趣0.4cm・底径9.8cmで,11縁祁が三分の

二樫欠槻している。imの休部をへて頚部がわずかに

屈曲し.aim郡が煙く外反している。I'絃(Iに陵をも

ち,11将がIl'l立している。成形は輪械みでtiわれてお

り，後にロクロイI:I-.げしている。器内Ifliの底部には折

頭おさえの痕跡が,Z}i¥mの休部下､'4には縦ﾉﾉ|A1のヘラ

ケズリ調幣痕が残っている。底部は平坦である。

9は亦柵仏を坐するl茜師器の婆である。尚さ31.2cm

。’i隆21.8cm・底慌9.Ocmで,11縁部が四分の・礎欠

損している。jをll1の体tfi!をへて頚部でｵ)ずかにiⅢIlllL,

外反する’'絃部につながる。成形は輪h'iみで行われて

おり，ところどころにIli,職み痕跡が残o,mmもi"il"IL

ている。体iZのつく0は対称的でなく,mMとのバラ

ンスも非,'IJにオ)るい。
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mi！mにおける占代･中世の火葬展

7

第4図潟It1火葬雄の'H蔵器(2)
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第5図潟向火葬唯の"汁l敗洲3）

5．北野火葬墓

○所ｲlﾖ地秋|||市金ﾉIl't鷺北野 ているが10)現仔Lていない。

雛は,;;iさ31.5cm・’1径22.0cm・庇惟10．3cmである。

¥'m形の休部にわずかに外反する’1縁部がついている。

I'縁部に稜をもつ。成形は輪¥n入で行われており，後

にロクロイI:hげしている。緋|ﾉ1面は滑らかであるが，

'1縁部より下の器炎IniにはタタキIIがJz式られる。

2はI火色を呈する筑恵器の饗で，この本体にともな

う緒ばゑつかっていない。護は,:;,さ24.3cm・底碓11．2

cm-C,II縁部は打ちかかれている。休部I-.､|もでふくら

み，雌人碓25.2cmを測る。ロクロイヒ上げしているが，

器炎ifiiの体asT､|｛には縦方向のヘラケズリの洲幣痕が，

休細'1位にはタタキ｜|が残っている。｜氏祁は平川であ

るが，砂粒が多く付府してL､る。

3は|火‘ﾘ､{色を呈する須恵器の短頚‘篭で，この本体に

ともなう綴はゑつかっていない。厩頚,鞭の上､|冬がﾉ<部

分欠換しており，復元による向さ21.4cm-II(110.4cm

．尚台碓12.Ocmである。肩のはった休部に聴くIl'l立す

る’'縁部と底部に｢ハ｣の字にIill<尚台がついてし，る。

ロクロイI-I:げLているが，鼎炎ifiiの底辺N近にはタタ

キII,î ipl'位には斜方lnjのヘラケズ'ﾉのI洲幣痕が残

っている。l',.I'MIﾉ'ifHﾘはヘラナデで調惟している。

甑 デイ
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地図5

○位侭と環境奥非l水線追分駅よ'1北に約2km,*

線とW丁して走る国道7け･線の東側のｿ<lll地で3m体の

什戯ffiが発見されて↓､る。北Mf地|ﾒ:は慨i'.'.'i12illliil後の

砂丘地であったが，戦後の|州ｲiで砂丘は削らｵ1,潟を

叩め込んで畑地と化している。潟iSl火非曜よ0約1km

北に位i避する。

○jｲM葬状況発見された11卜の''には骨ルが入っ

ていたとされているが，その川1非状況について詐LL，

Iĝ Tはない。またlとした'|ｻﾙ班器はIlfll33年,2-3

とした骨蔵器はHi4和55年の発見であり,tilⅨの位間兇j

係もはっきりしない。

○什厳器9）1は,i拙色を'｢Lするあかやき｜器の雛

で，この本体に深鉢の諾がともなっていたとrll告され

－36－
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6．大郷守火葬墓

○所在地1打秋lⅡ郡mmj大郷守

識
地図6

○位置と環境奥非l本線追分駅より北に約4.5km行

った砂丘地の畑地で，骨蔵器が’個体発見されている。

この砂丘地は八郎潟の南に細長くつらなっており，潟

向・北野とは同列にある。周辺の標高は10ill前後である。

○埋葬状況農作業中に掘り出されたためJ.,,,非状況

ははっきりしない。骨蔵器内には砂が充域しており，

砂をとりのぞいた上部からは木炭片，下部からは,,,､片

が出てきた。なお畑地にも木炭片が散乱している状況

がみられた。

○骨蔵器'1）赤褐色を呈する土師器の斐を本体とし

ているが，蒜の存在はｲく明である。

C1面

第7図ノ<郷守火葬墓の付aai

婆は高さ30.8cm・11径21.8cm・底径10.4cmで,am

部がｵっずかに欠損している。長胴の体部をへて頚部で

｢く」の字形に屈曲し，外反する口縁部につながる。休

部上位で最大催23.2cmを測る。成形は輪積みで行われ

ており，器表Ifliの体部および器内面の頚部に輪li'iみ痕

跡が残っている。なお'1唇をのぞく器表面全体に縦方lh」

のハケII状の調幣癌が，器内面に整然とした棚方向の

ハケn状の洲幣痕がゑられる。底部は平坦である。

7．南台火葬墓

○所在地｜御秋川ffl;j|--川町八旧大倉字南台

#託1塗継里

地図7

○位置と環境南台は井川町の中央に長くつらなる

台地のm側にあたる。遺跡i周辺の標高は35mlii]後であ

り，火葬蕊は南側の谷に近い場所で発見された。周辺

は純文士柵・｛川職・須恵器の散布地となっている。

○坤葬状況Ilrtfll30'|--5月，井川東中学佼mms年

I捲校現在原mの校|延幣地工事の際に2fi体の骨ﾙ虻附

が発見されている。この骨蔵滞の出土状況につL,ては

'1､武海松四郎氏のiii文があり12S要約すると以下のと

おりてある。

表｣二下30～40cmから1.5mの距離をおいて2つの骨戯

器が発見され，いずれも黒土を浅く掘り込んだ中に慨

かれ，まわりは10～20cmの厚さの木炭でI'llまオ'ていた

としている。

○骨ﾉ故器'3J一つは怖色を呈するあかやきI-.器の蝿

頚壷を，一つはI火肌色を呈する須恵淵の奄を本体とし

てお'0,蓋のh･Yl；ははっきi)Lなし､。なお，いずれの

壷の中にも骨粉および木炭粉が残っており，緬恵器壷

の中からはft製櫛の残片が見つかってL,る1

lのあかやき土冊短頚壷は高さ19．4cm・’1従l().3cm

・底径9.8cmで,ammが二分の一程ｸ<紙している。

球形の休部にIl'l京する短い11縁部がつく。休拙｜艮位で

最人隆20.5cmを測る。ノ戊形はI附横象で行われており，

後にロクロ仕上げさｵ'ている。口唇に沈線状のI"峰が

－38－
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第8図｜制台火葬蝋の什戯淵

入り，器|ﾉ11m底部に指頭おさえの痕跡が忠らｵ【る。な

お胎l昌中に'1､｛iが混在し，全休に脆く炎ffliが刺然して

L，る。

2の須恵鮒壷は高さ24.5ciii・’1催13.2c1，．K催9．8

cmである。球形の休部に外伽するl'縁部がつく。l'唇

はﾒL味をもっている｡体部中位で雌人従23.Ocmを測る。

ロクロ仕上げしているが，器|ﾉJifiiの底部には折頭おさ

えの痕跡が，体部下半では器炎IfliにタタキIi.淵3R

にそのアテ板痕がみられ，器炎1fliの休部'h位には拙方

[i'iのヘラケズリの調整痕を残している。

に'Illl髄器をi帥､て卜．､tiをl川っているものの二とおりが

ある。lii)茜には潟!>ﾘ火作堪の1．2．3．5．6．7サと

南台火非蝋の1．2りがあり，優者にはv;土Ill火非堆

と難を倒i好させた潟lAj火葬唯の4号がある。なお火弗

堪のまわりに焼12．1火などがゑられないことから，い

ずれも火葬場所とは別に;,柊がつくられてL､ると考えら

れる。

1も鼎製の骨戯器としては-'二師器・筑恵器・あかやき

I器があり15)本体の器形も長胴饗・'1,難・無頚‘職・

短弧'‘#i§・長頚噸と多I脳1である。

冊mk僻に仙IⅡさオ'ている上群はⅡにおける観察から

およそf-安II,f代に入ったｲ代が考えられる。

ここで位州慨l係・｣''1非状況からほぼ¥'m期の一群と

してとらえられる潟li1火弗蕊についてゑると,urn'的

に仙川さｵ'ていたであろう器を利用して本体・綴にし

ているものと特別に竹を納めるための容器として本体

・蒜が合わせてつくられたものに分けられるが,liifft

にｲﾘ川さﾙﾋているのはI-.I'llll器小斐l6jとあかやき'昌洲杯

.M''1冊長'11饗であり，後者はあかやき土器の短頭噸

あるいは無頚禰'7)に綴を合わせてある。一群としては，

ロクロ不使川の｜川j冊とロクロ使用のあかやき’淵+で

|慨成さオ(ている。

各火非唯を上fill畔・弧恵r・あかやき土排の榊成Ifli

以上の火葬唯の他，『秋Illﾘ1史』では,Rillill上新

城小林・秋Illlll寺内V屋披に，くわえてfBUma《にI'll

()さｵ'た『秋IIIU,lの考古学』では，秋Illlll卜新城琵世

淵，抑I辺郡雄Hi町Ill草川ill崎に火非堪の｛r/l5すること

を紹介しているが，いずれも骨厳器の所ハヨがはっきり

しないためここでは省いた。

Ⅲまとめ

紹介した火葬蕊のほとんどは｜柵製の汁if器をIl'l接

I-.'I'に納めたものであり，冊I,髄柵のまわりを木炭で州

むことがrjオ>j'ている。木炭のIHI及力．としては1#ik

器の'二半を世うようにし-ているものと水炭を'倣いた上
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で分航して黙ると，｜諸師器だけの惟成が人郷'i^c葬墓，

あかやき土鮒だけの棚戊が洲土ill火葬蝋，弧忠器だけ

のIff収が保士森火葬雄，須恵器とあかやきI-.器の惟成

がⅣj台火葬墓と北野火葬V;となる。

秋IllﾘI.では酸化焔焼成の|器にロクロの技([Iが導入

されたIIf期を9C中頃に比疋できることから職，人郷守

火葬雌を最も古い9C前､ド頃に，潟向火葬蝋とVMiHl

火非jVを9C後半頃に,M台火葬墓と北野火非蝋さら

に保|竜森火葬蕊を9C後､|'鳥からlOCiiii,ド頃にイト代が惟

定される。

なお朝倉火葬賎からはｲi製の骨蔵器が''1｜見しており，

外卜iiおよび埋葬状況においても，上！記の火葬雌とは拠

った様州を示している。L,まのと二ろ年代を決める証

佐はないが，館跡に所(|IすることとIll形ﾘI.のイ｢製骨蔵

淵llI例'9)から'hi";に入るものと惟定している。

あとが．き

本稿は資料紹介で終ってしまった感があり，火葬蝋

のIll塊時期，古代から'I'lltへ墓制の変進などIll]胆を残

したままである。今後洲代を進めながら少しでもあと

づけて行きたい。

妓後になりましたが，γr料の提供および閥在に協力

していただいた追分郵便1,ｳ谷I'垂光氏，jM後it数育委

員会鈴木俊男氏,a川ill]郷土資料航長断喋碓氏,H

Ill]-教育委員会i加下三ﾘ)氏に！氾して感謝いたします。
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潟向火葬墓7号検出状況

q骨蔵器を笹う

木炭ブロック

q木炭ブロックの

西側をよせた状況

q骨蔵器の埋設状況



庄内昭男

1－1 2－1

4－1 4－2

4－3 4－4

－42－



秋mmにおける古代･中|此の火葬蝦

－ 7

8 4－9

－43－



庄内昭ソ｝

’

１
１

’ ’

－44

3

1

5－2

6 － 1

7－2


